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本ドキュメントは通信事務次官（顧客大臣版）のデモプログラムについて記述したものです。 

◆前提条件 

対応 OS:WindowsXP SP3以降 

顧客大臣 ERP版必須 

注）デモに使用するデータは「7001 OHKEN株式会社(得意先管理)」を使用しますので、データが無い場合

は共用データ復旧を行なってください。 

 

◆注意事項 

本プログラムは電話機の操作を擬似的に行なっております。 

実際の動作は電話環境に依存しますので、内線交換機のメーカーによっては、若干異なる動作となる場合もあ

ります。 

→例えば NTTαNX 及び GX シリーズの場合は着信時ではなく、受話器を取った時点でないと相手先を判別

することができません。 

 

1. インストール 

①インストールファイル「TJJ_KOKYAKU_DEMO.EXE」を実行します。 

②「次へ」をクリックします。 
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③インストール先フォルダを指定します。 

デフォルトのフォルダで問題が無ければそのまま「次へ」をクリックしてください。 

注)Windows VISTA及び windows7は「¥Program Files」以下にインストールするとUAC（ユーザーアカウ

ント制御）の関係で正常動作ができませんので避けてください。 

 

 

④そのまま「次へ」をクリックします。 
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⑤そのまま「次へ」をクリックします。 

 

 

⑥インストールが正常に終了すれば以下のフォームが表示されます。 
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2. 初期設定 

 

 初回時は顧客大臣実行ファイルのパス設定を行なってください。 

① 通信事務次官のインストールフォルダをエクスプローラにて開きます。 

② 「daijinpath.ini」のファイルをメモ帳等のテキストエディタで開きます。 

 

 

③「Path」に記述されている顧客大臣実行ファイル「CuErp.exe」のパスを記述します。 

デフォルトは下図の値となっておりますので、顧客大臣のインストール先が異なる場合は書き換えてください。 

 

④保存してファイルを閉じます。 
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3. 通信事務次官の起動 

 

スタートメニューにて「通信事務次官顧客大臣版デモ」を選択します。 

初回起動時は以下のフォームが表示されますので、そのまま 2回とも「OK」を選択してください。 

次回起動時は表示されません。 
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データ選択画面が表示されたら、「OHKEN株式会社」を選択します。 

 

 

通信事務次官の起動が完了すると以下のフォームが表示されます。 
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4. 基本操作 

①～④までの操作を順番に行います。 

 

①電話番号を入力します   ②ボタンをクリック   ③ボタンをクリック 

 

 

                           ④ボタンをクリック 

 

 

 

                            登録済みの電話番号を呼び出します 

                            初期値として OHKEN株式会社の電話番号が 

                            設定されています。 
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②「相手より電話がかかる」の時の表示 

 

 

③「受話器を取る」の時の表示 

 

 

また顧客大臣の「得意先入力」画面、もしくはポップアップ表示されます。（設定にて変更可） 

 

 

④「電話を切る」で初期表示に戻ります。顧客大臣の画面は手動にて「閉じる」を行なってください。 

注）回線が切れたことを通知できる内線交換機の場合はポップアップを自動で閉じることができます。 

ただし、顧客大臣の「得意先入力」は仕様上自動で閉じることができません。通話終了時は必ず手動で閉じる

動作が必要になります。 
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5. 設定 

 

 通信事務次官起動時はタスクバーに電話のアイコンがありますので、右クリックメニューを表示させます。 

 

・設定     …設定画面を表示します。（→項目５参照） 

・着信履歴 …着信（通話）履歴を表示します。 

・一時停止 …通信事務次官を一時停止します。この間、通信事務次官は機能しま

せん。 

・終了     …通信事務次官を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 顧客大臣に該当する電話番号の顧客が 

あった時の動作を指定します。 

 大臣のみ起動大臣のみ起動大臣のみ起動大臣のみ起動    

→得意先入力画面を開きます 

 ポップアップのみポップアップのみポップアップのみポップアップのみ    

→通信事務次官のフォームを表示します 

 両方両方両方両方    

→得意先入力画面とポップアップの両方 

を表示します 

 

        電話を切った時にポップアップを自動で閉じます 

 

     顧客大臣に登録の無い電話番号の時にもポップアップを表示するかを指定します。 
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6. ポップアップ画面 

 

 

 

 

 

 

  住所をダブルクリックすると 

GoogleMapを開く事ができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関連付け追加 … 現在の電話番号にさらに関連付けを追加したい場合します。（〇〇さんの

電話番号に関連させて、××さんの情報も表示させたい時など）（→項目

８参照） 

・大臣起動 … 関連する顧客大臣の画面を表示します。 

・関連付け編集 … 既に関連付けをしているデータを編集します。（→項目７参照） 

・識別番号 

 

… 顧客カードとして１２色と０～９の数字で自由に登録できます。（赤は重要

顧客など） 

・メモ欄 … 自由な内容でメモを残すことができます。 
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顧客大臣に未登録の番号からの電話で、かつウィンドウ表示を許可している場合は以下のウィンドウが表示されま

す。 
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7. 着信履歴 

着信履歴から関連付けの編集を行います。 

 

 

・選択行を編集 … 選択した以前の履歴から着信（通話）ウィンドウを開きます。 

・前日 … 前日の履歴を参照できます。履歴があればさらに以前に遡る事ができま

す。 

・当日 … 現在の履歴を参照できます。 

・翌日 

 

… 日付を進めて履歴を参照できます。（当日より後は不可） 

・期間指定 … 期間内の履歴を表示します。 
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8. 関連付け編集 

・現在の関連付け情報を表示します。 

 

 

・関連付けを追加 … 現在の電話番号にさらに関連付けを追加したい場合します。（〇〇さんの

電話番号に関連させて、××さんの情報も表示させたい時など）（→項目

８参照） 

・関連付けを解除 … 関連付けを解除します。ただし解除できるのは「関連付けを追加」で新た

に関連付けしたものとなり、大臣に情報がある番号の場合、解除は無効

となります。 

 

補足：通信事務次官は顧客大臣にある電話番号の情報を元に顧客の検索を行います。たとえばある顧客に自宅電

話と携帯電話の情報が登録されている場合は、自宅、携帯どちらの電話からでも顧客大臣の画面を表示できます。

よって、顧客大臣側で番号の情報の登録が行われていれば、事務次官側で関連付けを新たに追加する必要はあり

ません。 
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9. 関連付け追加 

・ 関連付けを追加したい顧客を選択します。 

名称、住所、フリガナ、電話番号に条件を入力すると顧客の絞り込みができます。 

 


